
JP 2005-200650 A5 2008.2.7

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公開番号】特開2005-200650(P2005-200650A)
【公開日】平成17年7月28日(2005.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2005-029
【出願番号】特願2005-6706(P2005-6706)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   6/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  14/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   6/14    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  14/00    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月13日(2007.12.13)
【手続補正１】
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の工程：
　ａ）次の群：
－テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）ホモポリマー；
－ＣＴＦＥベースのホモポリマーおよびコポリマー；
－ＴＦＥ、および／またはペルフルオロアルキルビニルエーテルおよび／またはペルフル
オロアルコキシアルキルビニルエーテルから選択されるビニルエーテルを含み；水素化オ
レフィンを任意に含んでいてもよいＶＤＦ／ＨＦＰフルオロエラストマー；
－５～７原子を有するジオキソール環を含む、ＴＦＥおよび／またはＶＤＦの非晶質およ
び／または結晶フルオロポリマー；
－少なくとも１つのエチレンタイプの不飽和を有するコモノマーとのテトラフルオロエチ
レン（ＴＦＥ）のコポリマーであって、該コポリマーは水素化および／またはフッ素化コ
モノマーを含み、コモノマーの量は３重量％未満である；
から選択されるポリマーを含有するフルオロポリマー分散液に、フルオロポリマー重量に
対し、１.５～２５重量％の量の非イオン界面活性剤を添加し、
　ｂ）分散液に、水に可溶性で、使用条件下で分散液中に沈殿物を与えない塩を添加し、
　ｃ）分散液を塩基性アニオン交換樹脂と接触させ、
　ｄ）塩基性アニオン交換樹脂から分散液を分離させること
からなり、
工程ｄ）の前に分散液は１８０ミクロンのネットかつ続いて１０ミクロンのネット上で濾
過しうるものである、
フッ素化アニオン界面活性剤を実質的に含まないフルオロポリマー水性分散液を製造する
方法。
【請求項２】
　次のテスト：
　－アニオン交換樹脂での処理後に得られる約２５０ｍｌの分散液アリコートを、底部に
１８０ミクロンメッシュの直径３ｃｍを有する円形断面のフィルタを備えた円筒形容器に
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移し、分散液容量を樹脂から濾過するのに要する時間を測定し；
　－濾過後の分散液を、底部に１０ミクロンメッシュで直径３ｃｍを有する円形断面のフ
ィルタを備えた円筒形容器に移し、全体の分散液量がフィルタを通過するのに要する時間
を測定する
により、工程ｄ）の前に分散液は１８０ミクロンのネットかつ続いて１０ミクロンのネッ
ト上で濾過しうるものであり、
１８０ミクロンメッシュのフィルタを分散液容量を通過さすのに必要な時間が、１０秒未
満であり；
１０ミクロンメッシュのフィルタを分散液容量を通過さすのに必要な時間が、９０秒未満
である、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程ｂ）で使用される塩が、分散液重量に対し、５０ｐｐｍ～１重量％の範囲の量のア
ルカリ金属塩、好ましくはカリウムまたはナトリウム塩である、請求項１または２に記載
の方法。
【請求項４】
　工程ｃ）が、連続または非連続方法で行われる、請求項１～３のいずれか１つに記載の
方法。
【請求項５】
　乾燥物質の２０重量％から７５重量％までの濃度を有するフルオロポリマー分散液を用
いる、請求項１～４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項６】
　用いられるフルオロポリマー分散液が、
　－６５重量％より高い濃度で、かつ１８０ｎｍ～４００ｎｍの平均直径の粒子を含有す
るもの、
　－５０重量％より高い濃度で、かつ７０ｎｍより大きく１００ｎｍまでの平均直径の粒
子を含有するもの、
　－４０重量％より高い濃度で、かつ３０ｎｍより大きく７０ｎｍまでの平均直径の粒子
を含有するもの、
　－３０重量％より高い濃度で、１０ｎｍ～３０ｎｍの平均直径の粒子を含有するもの
である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　１８０ｎｍ～４００ｎｍの平均粒子直径を有するフルオロポリマーの分散液；あるいは
１０ｎｍ～１００ｎｍの平均粒子直径のフルオロポリマー分散液
を用いる、請求項１～６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　工程ａ）に使用する非イオン界面活性剤が、ポリエトキシ化アルコールとポリエトキシ
化アルキルフェノールで、任意に１以上のプロピレンオキシド単位を含有するものである
、請求項１～６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項９】
　界面活性剤が、次の：
ｔ－Ｃ8Ｈ17－Ｃ6Ｈ4－（ＯＣＨ2ＣＨ2）9～10ＯＨ；
ｓｅｃ－Ｃ12Ｈ25－（ＯＣＨ2ＣＨ2）10,1ＯＨ；
ｉｓｏ－Ｃ13Ｈ27－（ＯＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2）－（ＯＣＨ2ＣＨ2）10－ＯＨ；
ｉｓｏ－Ｃ13Ｈ27－（ＯＣＨ2ＣＨ2）10－ＯＨ；
ｉｓｏ－Ｃ13Ｈ27－（ＯＣＨ2ＣＨ2）8－ＯＨ
から選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　凝結物の量が、フルオロポリマー重量に対し＜０.１重量％である、請求項１～９のい
ずれか１つに記載の方法。
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【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１つにより得られるフッ素化アニオン界面活性剤を実質的に
含まないフルオロポリマーの水性分散液。
【請求項１２】
　フルオロポリマーが、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）ホモポリマー、または少なく
とも1つのエチレンタイプの不飽和を有するコモノマーとのＴＦＥのコポリマーから選択
され、該コポリマーは水素化および／またはフッ素化コモノマーを有し、コモノマーの量
は３重量％未満である、請求項１１に記載の水性分散液。
【請求項１３】
　フッ素化界面活性剤含量が、１００ｐｐｍ未満である、請求項１１に記載の水性分散液
。
【請求項１４】
　比導電率が１００μＳ／ｃｍより高い、請求項１１または１２に記載の水性分散液。
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